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中医学的視点による色彩に関する研究

中医学的視点による色彩に関する研究
── 色彩の心理的・生理的効果に着目して ──

郭　　　　　洋　・　齋　藤　美　穂　・　枝　川　義　邦

要　　旨
　中医学の最も重要な学説とされる「陰陽五行学説」は人体の構造、生命の過程および疾病の原因、原理、
診断、予防などを解釈する時に、色彩を重要な要素として用いている。現代では、色彩と深く関わる中医学
の伝統的な理論と方法が様々な視点から研究され、さらに発展している。また、色彩は人間に様々な心理的・
生理的効果を与えると考えられているが、そのメカニズムはまだ完全に解明されていない。本文は中医学の
伝統的な理論と色彩の関連性について論述した。特に、色彩の心理的・生理的効果に関する研究を中医学的
視点から検討することとした。また今後、色彩の心理的・生理的効果に関する研究を行う際に、①伝統的な
知識を鑑みた全体性に基づく色彩の心理的・生理的効果の解明、②分子生物学的アプローチによる色彩の心
理的・生理的効果に対する科学的根拠の探求、③色彩の心理的・生理的効果の探索に向けたコンピュータ技
術体系の構築、という 3つの方向性を提案した。
キーワード：色彩　心理的効果　生理的効果　中医学　陰陽学説　五行学説

Abstract
　The core theory of traditional Chinese medicine (TCM) “YIN and YANG and Five Elements Theory” has used 
color as a key factor over centuries when explaining the human body and life process, as well as etiology, pathol-
ogy, diagnosis and prevention. At present, theories of TCM relating to color has been researched from various 
perspectives and developed significantly. Meanwhile, psychological and physiological effects of color have been 
acknowledged, but the mechanism of the effects has not been completely elucidated yet. This article discussed the 
connection between the TCM and color with a focus on the psychological and physiological effects. Then, this 
article also proposed the following research directions: 1.To conduct a study of the psychological and physiologi-
cal effects of color referring to traditional knowledge, based on the principle of holism. 2.To explore the scientific 
basis of psychological and physiological effects of color from the perspective of molecular biology. 3.To develop 
a computer technology system for exploring the psychological and physiological effects of color.
Key words:  color, psychological effect, physiological effect, traditional Chinese medicine (TCM), Yin and yang, 

Five Elements Theory

Color Research from the View of Traditional Chinese Medicine
― Focused on the Psychological and Physiological Effects of Color―
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はじめに

人間が外界から獲得した情報の 70%～90%は視
覚から得られたものだと考えられている。Marr
（1982）⑴は、視覚で得られた情報は情報処理過程の
中で、段階的に、一定の規則性に従って処理され、
最終的に、外界を脳の中で構成することができると
報告している。様々な視覚情報の中でも、色彩は感
情に深く影響を与えるため、色彩に対する知覚およ
び認知は人間にとって極めて重要である。なお、色
彩は光によってもたらされる現象であり、ニュート
ンは光の視点から、ゲーテは精神の視点から色彩を
論述するなど、色彩についての研究は古くから行わ
れてきた。現代では、色彩が人間に与える影響を探
求するため、新たな技術を用いて、色彩の心理的・
生理的効果に関する研究が行われているが、そのメ
カニズムはまだ完全に解明されていないのが現状で
ある。
ところで、中医学は 4000年以上の歴史を持ち、

医学だけではなく、哲学の思想も含まれている中国
の独特な医学体系である。中医学の理論と診断、治
療方法の中では、色彩を応用しているものが多く、
古くから色彩がもたらす影響を重要視していること
が知られている。しかしながら、中医学の系統性、
実用性、有効性および特定領域での先進性は注目さ
れているにも関わらず、診断の客観性および科学的
根拠が欠けていることなどの欠点も明らかである。
そのため、先端技術を用いた中医学へのアプローチ
が必須であり、中医学の理論および診断、治療の方
法を客観的・科学的に記述することが望まれてい
る。現在、中医学の理論と方法については学際的な
研究がなされ、さらに世界中でその重要性が認めら
れる傾向にあると考えられる。
本論文では、中医学と色彩との関与を論述し、特
に色彩の心理的・生理的効果に関する研究を中医学
的視点から検討することとした。さらに、中医学領
域で応用されている研究方法を人間科学領域におけ
る色彩の心理的・生理的効果に関する研究にも採り
入れるための新しい方向性について論じた。

1. 　色彩の効果に関する研究および医学での
応用

1.1.　心理学領域における色彩の効果に関する研究
色彩に対する知覚および認知は複雑な心理物理現

象である。視覚器官へは、異なる波長の光が入力す
るが、脳の中ではそれらを統合した主観的な映像を
作り出すことで人間の心理・生理に影響を与える。
この現象の普遍性と重要性に対し、心理学領域およ
び心理学と深く関わりを持つ人間科学領域では、人
がどのように色彩を感じるか、どのように色彩を評
価するか、そして色彩が人と環境にどのように作用
するかを研究対象とする例も多い。
色彩の心理学的研究手法としては、1957年に

Osgoodが 提 案 し た SD法（semantic differential 
method）を使用することが多いが、この手法では
「明い─暗い」などの一連の形容詞対を尺度として
色彩のイメージなどを評価することが可能である。
評価結果にさらに因子分析を施すことによって、尺
度から抽出された因子を用いて、色彩の感情効果を
説明し、尺度間の関係を明らかにすることも可能と
なる。SD法を用いることにより、これまで文学的
に記述されていた心理的反応を体系的かつ定量的に
測定することができるため、心理学領域では研究手
法の 1つとして広く使用されている。例えば、神
作・福井（1973）⑵は 8色の色光が感情に及ぼす影
響を SD法を用いて測定したが、色光によって生じ
る色彩感情を「Evaluation」、「Activity」、「Potency」、
「Depth」の 4つの因子で評価することができ、感
情は色光によって大きく変化することを明らかにし
た。
これまで、心理学領域における色彩の効果に関す
る研究では、様々な生理的指標の測定をも行ってき
た。例えば、Wohlfarth（1958）⑶は黒、青、緑、黄、
橙、赤それぞれの色空間での血圧、心拍数、呼吸の
変化を測定した。また、Wilson（1966）⑷、Nourse 
& Welch（1971）⑸、Jacobs & Hustmeyer（1974）⑹

は皮膚電気反射の測定を用いた一連の研究を通し
て、紫、青、緑、黄、赤などの色彩の覚醒効果につ
いて検討した。近年では、脳波を用いた研究も行わ
れている。清水・齋藤・福本（2002）⑺は脳波の測
定を用いて、赤、青、緑の 3色の蛍光灯下で作業す
る時に精神疲労の度合いを検討した。大森・橋本・
加藤（2002）⑻は脳波と心拍などの生理的指標を計
測し、また、SD法を用いて心理的指標を測定し、
光色刺激の面積条件の大・小が人間の心理と生理に
及ぼす効果について研究した。また、加藤・橋本・
雨宮（2004）⑼は脳波、心拍の測定および SD法に
よるイメージ評定を行い、室内空間の色に対する心
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理的・生理的反応について検討した。さらに、郭・
百瀬・齋藤（2007）⑽は、赤、黄、緑、青、白それ
ぞれの色光によって、血圧、心拍、脳波が変化する
こと、また、色光環境下での気分評定結果は
「RELAX」、「TIRED」、「ACTIVE」の 3因子で表す
ことができ、異なる色光環境において気分が変化す
ることを報告している。
しかしながら、これらの研究は色彩が人間に様々
な心理的・生理的効果を与えることを示唆している
が、結論に不確定なものが多く、色彩の心理的・生
理的応答の詳細なメカニズムが解明されていないこ
とも事実である。

1.2.　生物学領域における色彩の効果に関する研究
色彩の効果についての研究は生物学領域でも行わ
れている。Friedmann & Lubart（1996）⑾は光の生物
調節作用（photobiomodulation; PBM）を初めて提
唱した。そして、PBMを介したミトコンドリア経
路、シグナル伝達および遺伝子発現が発見された。
近 年、Lane（2006）⑿ は PBMを 癌 や 変 性 疾 患
（degenerative diseases）などの治療に採り入れるこ
とを提案し、医学領域での応用を推進した。PBM
の応用では、単色光やレーザー（laser irradiation; 
LI）照射は生物系統（biological system; BS）を刺
激したり抑制する効果があるが、BSの損傷を起こ
さないメリットがある。また、単色光やレーザーが
BSの機能に影響を及ぼすことは、BSの光レスポ
ンス（photonic response of BS; PBS）と称する。生
理学的側面から見ると、細胞の PBSは細胞の増殖、
分化、融合、死亡、および光線力学的効果を含めて
いる。PBSの主なプロセスは、光子と分子の間の
相互作用とされており、光子のエネルギーはちょう
ど分子の形態変化に必要なものと一致する場合、光
と分子の共振作用と称するが、一致しない場合は、
非共振作用と称する⒀。すなわち、光子と分子の作
用の性質によって、特異性作用と非特異性作用に分
類することができ、前者は光と分子の共振作用、後
者は光と分子の非共振作用を示すものである⒁。
従って、光の細胞に対する調節プロセスは特異性と
非特異性の 2種類に分けられる。特異性プロセスは
シトクロム cオキシダーゼ⒂、ヘモグロビン⒃、活
性酸素⒄と内因性ポルフィリン⒅のような感光性物
質が光と共振する分子を介して作用するが、非特異
性プロセスは光と共振しない細胞膜分子を介して作

用する⒆⒇。
PBMに関する研究で用いられた LIの強度は通常

10mW/cm2であり、低強度レーザー（low intensity 
LI ; LIL）、あるいは低水準レーザー（low level LI ; 
LLL）と称するが、研究の進歩に伴い、強度 102 

mW/cm2から 103mW/cm2の中強度レーザー（mod-
erate intensity LI ; MIL）も短い照射時間で PBMを
引き起こせることが明らかとなった。このような
LIは低エネルギーレーザー（low energy LI ;  LEL）
と称する。LILは細胞膜分子を介して作用するが、
LELは活性酸素を介して作用している21。しかし、
Waern & Ekman（2000）22は単色光のパルスは健康
な豚に影響を与えないことを報告した。また、
Eells, Henry & Summerfelt（2003）23は LELが正常
ネズミの網膜電位に影響を及ぼさないが、メチルア
ルコールにより低下した網膜電位の回復を促進する
ことを報告した。これらのことは、生物機能の調整
が必要なもののみに、LIが影響を与えることを示
唆している。
多くの先行研究を通し、以下のことが証明され
た。すなわち、酸化還元電位の視点から、細胞の酸
化還元電位はすでに正常な機能を果たしている場
合、LIに対して反応しないが、正常値より低い細
胞酸化還元電位は、LIに対して明確な応答が見ら
れる。そのため、PBMは細胞特異性を持ち、特定
の状況でしか起きないことが示唆された。また、異
なる細胞に対する PBMは光の照射量に関連し、特
定量の単色光は特定の細胞にしか作用しないことも
明らかとなった。近年、PBMに関する研究は世界
中で受け入れられ、そして医療やリハビリテーショ
ンなどの分野で採り入れられている。
このように、色彩が生物系統への調節作用は細胞
や分子レベルで研究され、その有効性とメカニズム
が解明されつつある。このような研究結果をさらに
医療に活用することが期待される。

1.3.　色彩の心理的・生理的効果に基づく治療
近年、医療心理学領域の様々な研究を通して、多
くの疾病の原因や新しい病理メカニズムが明らかに
なりつつある。また、これらの成果によって、病気
の治療やリハビリテーションも進歩している。色彩
の効果を応用した色光療法もその代表的な研究の 1
つである。現代医学の色光療法はアメリカで確立さ
れたものであり、色光を用いて患者に対して心理的
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治療を行う方法として用いられている。人の生理的
障害は心理的異常を導くが、反対に、心理的異常が
生理的機能の障害を引き起こすケースもある。色彩
の心理的・生理的効果および両者の相互作用は、精
神障害や心理的異常による心身疾病の色彩を用いた
診断と治療の基礎をなすものである。また、健常者
にとっても、色彩の心理的・生理的効果に関する研
究の成果は、心身の健康を保つ上で重要な役割を演
じると考えられる。
例えば、トラウマは、外的や内的要因による物理
的な損傷およびそれによっておこる心理的ストレス
反応を指すが、身体の循環系、免疫系、神経内分泌
系などにおける生理的機能の異常を引き起こすだけ
ではなく、心理的障害の原因にも繋がるものだと考
えられる。このような一連の反応は直接的・間接的
に患者とその家庭の健康に影響を与えると考えられ
る。アメリカでは、「9・11」同時多発テロ事件以降、
心的外傷後ストレス障害（post traumatic stress dis-
order; PTSD）は非常に重視される精神症状となっ
た24。PTSDは、人間の心理的・生理的機能を乱し、
心理的な適応障害を続発させる可能性もあることか
ら、トラウマ患者に、照明、配色、レイアウトなど
を重視した科学的かつ合理的な病棟環境を提供する
ことは、交感神経系活動を緩和させ、ストレス反応
を軽減し、PTSD症候群の出現を防ぐことができる
と考えられる。
また、急性脳卒中患者には、様々な程度の不安、
憂鬱、恐怖、自卑、消極などの症状があり、治療を
拒否することがあるという。肖・唐・江（2003）25は、
色彩治療を含めた総合的な治療とリハビリテーショ
ンを施すことで、このような症状を軽減することが
できると報告している。また、徐（2004）26、呉・雷・
徐（2004）27はアルツハイマー病や小児の血液病の
治療で、病院の色彩環境を管理し、色彩の心理的・
生理的効果を活用することが患者の回復に役立つこ
とを報告している。さらに、Sontag（1990）28は、
人間が結核、癌やエイズなどの疾病に直面する時
に、誤解、偏見や恐怖が生じ、体の病気が道徳的判
断や政治的態度にまで影響を与えることを指摘し
た。このような疾病は死亡に繋がることが多いた
め、「黒」というイメージが強い。このように、色
のもつ効果は人間の心理状態に深く影響を与えるも
のであることから、逆に色彩の心理的・生理的効果
を活用することで、このような患者個人や社会が抱

くイメージを変化させ、精神的負担を軽減すること
が可能であることが考えられる。

2.　色彩と関連する中医学理論

医学領域での色彩の応用は、中国では長い歴史の
中で様々な知見を積み重ねてきた。中国の伝統医学
として知られている中医学は、古くから健康と色彩
の関係を重視してきたが、基本理論から診断、治療
まで、色彩を様々な場面で応用している。中医学の
中で最も重視されている「陰陽学説」と「五行学説」
は、人間の色彩に対する認知を反映し、人体の構造、
生命の過程および疾病の原因、原理、診断、予防な
どを解釈し、中医学の基本理論となっている。

2.1. 　「陰陽学説」と色彩の関連および現代医学で
の解釈

陰陽学説では、宇宙の中に相互に対立している事
物、および同一の事物に内在する相互に対立してい
る要素を陰と陽の 2つの属性に分類して認識して
いる。そして、陰と陽の相互作用は、事物の運動・
変化・発展の内在的な原動力であると提唱してい
る。図 1の「太極陰陽図」29は陰陽学説の基本思想
を表している。

図 1　太極陰陽図

図の全体の大きい円は太極と呼び、宇宙を象徴す
るものとされているが、その中の黒い部分は「陰」、
白い部分は「陽」を表している。陰は右で下降する
傾向にあるが、陽は左で上昇する傾向にある。また、
黒い部分の中にある小さい白い円は陰の中の陽で、
白い部分の中にある小さい黒い円は陽の中の陰であ
る。太極陰陽図は陰と陽が互いに依存し合っている
が、対立していること、また、陰陽は互いに含まれ、
一定の程度や一定の段階に達すると、それぞれ相反
する方向へ転化するという動的バランスを示唆して
いる。
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陰陽学説によって、宇宙の中では、活動的なも
の・外在するもの・上昇するもの・温熱的なもの・
明るいもの・機能的なもの・亢進しているものは陽
に属し、一方、静止するもの・内在的なもの・下降
するもの・寒冷なもの・暗いもの・物質的なもの・
抑制しているものは陰に属するとされている。ま
た、人間の体の中にも、外向・拡散・動く・暖かい・
興奮などの特性のある現象は陽に属し、内向・凝
集・静止・冷たい・抑制などの特性のある現象は陰
に属する。よって、中医学では、陰陽学説を用いた
人体の構造と生理的機能、病理的変化の解釈が可能
である。さらに、治療、診断においても、陰陽を用
いて、疾病の性質を判断することができる。例えば、
中医学の伝統的な診断である「望診」では、患者の
舌、顔、肌、髪、分泌物などの色を詳細に観察し、
色合いの明るいものを陽とし、暗いものを陰とし、
病気の陰陽属性を識別して、診断の重要な根拠にし
ている。
近年の陰陽学説に関する物理学領域での解釈とし
ては、楊・楊（1995）30が陰陽の本質はエネルギー
（運動エネルギー、位置エネルギー、化学エネル
ギー、電子エネルギー、光エネルギーなど）状態に
密接に関連していることを提唱した。すなわち、エ
ネルギーの低い状態を陰、エネルギーの高い状態を
陽に分類し、エネルギー状態の動的バランスを用い
て陰陽を解釈している。そして現代医学領域でも、
陰陽を新しい視点から解釈した。Goldberg，Had-
dox & Nicol（1975）31が、環状アデノシン一リン酸
（cAMP）と環状グアノシン一リン酸（cGMP）は拮
抗しながら互いに作用し、細胞内のシグナル伝達を
協同的に調節していることを報告し、中医学におけ
る「陰と陽の拮抗」を cAMPと cGMPの関係を用
いて解釈した。1990年以降では、細胞生物学の分
野において、陰陽の概念を論証する多くの研究が行
われた3233343536。その中では、Tan（1993）32は、プ
ロテインホスファターゼとプロテインキナーゼがサ
イトカインで誘導される細胞間のシグナル伝達にお
いて、それぞれ「陰」と「陽」に対応し、それらの
相互作用がタンパク質のリン酸化様式の調節に役立
つことを主張している。また、Ou，Huang & 
Hampschl-Woodill（2003）37、Ko，Mak & Chiu
（2004）38は、陰陽のバランスを抗酸化と酸化のバラ
ンスにリンクさせ、陰と陽がそれぞれ抗酸化と酸化
を代表していることを提唱した。これらの研究は、

現代医学と伝統的な中医学が互いに交流するための
プラットフォームを構築している。

2.2. 　「五行学説」と色彩の関連および医学での応
用

五行学説は、宇宙のすべての事物は「木・火・土・
金・水」という 5つの基本物質により構成されてい
ると考えている。この 5つの事物を「五行」と呼び、
それぞれの働きや相互作用で、万物およびそれらの
相互関係、そして事物の発展過程における動的バラ
ンスを説明している。中医学では五行学説を用いて
人間の体を解釈し、5つの内臓（五臓：肝臓、心臓、
脾臓、肺臓、腎臓）を中心とした 5つの生理的・病
理的な系統がある。また、空間構造として 5つの方
位（五方：東、南、中、西、北）、時間構造として
5つの季節（五季：春、夏、長夏、秋、冬）、色彩
構造の 5つの色（五色：青、赤、黄、白、黒）など
が人体の五臓と連携しており、人の体の内外環境に
ついての五行系統を構築した（表 1を参照のこと）。
この系統によると、人体の構造および人と環境との
関係が有機的な統一体として解釈されている。例え
ば、内臓が病気になる時、その機能的異常は体表の
組織や器官にも反映し、病気の種類や場所によっ
て、色、音、形など特徴的な変化が観測できる。よっ
て、望、聞、問、切という四診（巻末の補足説明を
参照のこと）を通した視点を用いることにより、内
臓の生理的機能と病理的状態を判断することができ
る39。
中医学では、疾病の時に人間の顔に表れる病的な
色を「病色」と称し、五行学説によって、青、赤、
黄、白、黒に分けて、部位と性質の異なる疾病を示
している39。中医学の古典書籍「霊枢・五色」によ
り、五色は 5つの内臓系統に属し、具体的に、青は
肝臓系統、赤は心臓系統、黄は脾臓系統、白は肺臓
系統、黒は腎臓系統にそれぞれ対応している。五色
は疾病の性質を反映し、「青・黒は痛、黄・赤は熱、
白は寒」のようにされている。このように顔の色の
変化に着目して疾病を診断する方法は、「五色主
病」、または「五色診」と称し、古くから臨床場面
で応用されてきた。しかし、臨床で実際に観測され
た色は、ほとんど純色ではなく、主に 1つの色がメ
インとなった複数の色の混色であるため、正確に五
色を判断し、内臓の生理的機能と病理的状態を診断
するためには、長年の臨床経験が必要とされている。
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五色主病を反映する診断方法の一例として、中医
学の最も特徴的な診断方法とされている舌診が挙げ
られる。舌診とは、患者の舌と舌苔（舌の粘膜の上
面に生じるコケ状の付着物）の状態や変化を観察
し、疾病を診察する方法である。舌は膜と筋肉に
よって構成され、多数の血管が分布する筋肉性器官
であるが、中医学では、舌と内臓の生理的機能と病
理的状態が密接に関連していることを強調してい
る。具体的に、舌の色は白、薄紅、紅、深紅、紫の
5種に、舌苔は白、黄、灰、黒の 4種に分けられ、
これらの色は単独や重ねて出現するとされている。
また、舌の動きおよび潤い具合、硬さ、太り具合、
裂紋、歯痕などの形態も重視されている。臨床では、
舌の色と形態が疾病の進行過程に伴って急激かつ明
らかに変化し、内臓疾病の部位、程度、予後の良さ
を反映し、診断の重要な根拠となっている。五色主
病の理論に基づく舌診は伝統的な中医学診断の経験
や特性を反映し、古くから中医学の特徴的な診断方
法として重視されている。しかし、舌診は有効な非
侵襲的診断方法として、将来的に発展が注目されて
いるが、診断時は医者の主観的な判断と経験に依存
するため、客観性と精度、そして再現性が欠けてい
る。また、舌診は患者の協力、周囲の照明環境など
に影響されやすいことも指摘されている。そのた
め、現代科学技術に基づく画像の識別・解析方法を
採用し、客観的に舌の色と形態を判断し、正確な情
報を得ることが必要である。
以上のように、五行学説に用いられた色彩は、中

医学の診断と治療に重大な意義を持っている。現代
科学的視点からこれらの理論を解釈し、発展させる
ことは重要な課題となっている。

3. 　中医学領域における色彩に関する研究の
発展および今後における色彩の心理的・生
理的効果に関する研究の方向性の提案

3.1.　中医学領域における色彩に関する研究の発展
現代、色彩に関わるものを含め、中医学の理論は
様々な技術によって研究され応用されている。特
に、20世紀 80年代から中医学領域における色彩の
応用に対して、学際的な研究が行われている。その
中には、光学、電気、磁気、およびコンピュータ技
術を用いて、中医学の診断と治療の客観的な指標を
確立する実験的研究も行われている。このような研
究は様々な要素により生じた主観的な誤差を防ぐこ
とに役立ち、中医学における色彩に関する研究を主
観的な経験から客観的なデータに転化することを促
進している。
特に近年では、臨床現場における自己評価アン
ケート、体型検出、顔画像検出、音声スペクトル、
指紋識別などの技術を中医学診断に採り入れるよう
になってきた。例えば、前述した舌診をより客観化
するための研究では、カラーチャートによる評価を
はじめ、分光スペクトル測定、舌体推定などの技術
が応用されてきた。現在、デジタル画像処理を用い
る舌象（舌の色と形態）の分析は研究の主流となり、

表 1　五行の分類

五行 木 火 土 金 水

自然界

五季 春 夏 長夏 秋 冬
五方 東 南 中 西 北
五気 風 暑 湿 燥 寒
五色 青 赤 黄 白 黒
五味 酸 苦 甘 辛 鹹
五化 生 長 化 収 蔵
五音 角 徴 宮 商 羽

人体

五臓 肝 心 脾 肺 腎
五腑 胆 小腸 胃 大腸 膀胱
五官 目 舌 口 鼻 耳
五体 筋 脈 肉 皮 骨
五志 怒 喜 思 悲 恐
五声 呼 笑 歌 泣 呻
五動 握 憂 噦 咳 慄

（文献 29をもとに著者作成）
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舌象データ採集装置と画像処理システムが開発され
た40。さらに、Zhao，Shen & Wei（2005）41は、照
明光源および色彩空間の選択とデザインを考慮し
て、人工ニューラルネットワークを用いた舌象の色
補正方法を提案した。また、分光放射率を復元する
という色補正方法についても、有限次元モデルを使
用することは分光反射率の次元を低減する効果があ
るため、Cai，Cao & Zhang（2007）42は照明環境や
採集設備の変更が舌の画像データへの影響を排除す
るように、舌の色に対して有限次元モデルを用いて
分析を行った。その結果、3つの基底関数を使用し
て舌の色の分光反射率の 99.13％の特徴を表記する
ことができた。予測された分光反射率曲線は実際に
測定したものに近い構造であり、舌表面の分光反射
率を復元し、色を補正する作業の確かな根拠となっ
た。ほかにも、Zhu，Yuen & Li（2001）43は舌象を
36× 36の特徴ブロックに分割し、コンピュータの
パターン認識を用いて、色と舌苔の厚さの特徴を同
時に識別できる画像処理技術を開発した。Ding & 
Zhang（2002）44は中医学舌診の基本理論に基づい
て、L* a* b*表色系を用いて舌苔の色度を計測し、
関数モデルを確立し、舌苔の定量的な記述と分類を
行った。これらの研究によって、舌の色や形態にお
ける多様な変化を観測する時に、正確度、精度、そ
して再現性を高めることが実現した。舌診は主観的
な経験に依存する診断方法から客観的、科学的な診
断方法への進歩を遂げている。
また、Liu & Tang（1998）45は中医学の陰陽学説

と自律神経系の対応関係を解釈し、中医学の色光治

療の原理を提唱した。ここでは、具体的な色光の波
長による分類を行った上で、陰陽の性質を当てはめ
ている。すなわち、波長 320nmから 1400nmの光
を 2つの部分に分けて、波長 320nmから 400nmの
紫外線と寒色とされる紫、青などは陰に属し、赤外
線と暖色とされる赤、オレンジ、黄などは陽に属す
ことを提唱した（図 2を参照のこと）。この研究で
は、色光治療の過程で、色光情報は視神経を経由し
て、視床下部で自律神経系に伝達し、寒色とされる
青、紫などは副交感神経系を興奮させるが、暖色と
される赤、橙、黄などは交感神経系を興奮させると
報告されている。
細胞レベルでの研究では、Liu & Liu（1997）47は、

LILが人体の細胞に対し、ペプチドホルモンと類似
する効果を持っていることを提唱し、その中に赤、
橙、黄などの暖色はホスホジエステラーゼを活性化
させ、細胞内の cAMP濃度の下降を引き起こし、
cAMP対 cGMPの比率を縮小するが、青、紫など
の寒色はアデニル酸シクラーゼを活性化させ、
cAMP濃度の上昇を引き起こし、cAMP対 cGMP
の比率を増大すると主張している。前述のように、
cAMPと cGMPが互いに拮抗し、制御するような
状態は陰陽学説を分子生物学分野に適用する際の基
礎だと考えられ、それらが代謝を調節するという作
用は中医学理論による陰陽の性質に関連していると
考えられる。この説は中医学の色光治療を臨床場面
で応用するという可能性を広めた。
これらの研究の結果と陰陽五行学説を活用し、光
照射および部屋、用具、医師・看護師の服装におけ

図 2　色光の陰陽属性
（文献 46をもとに著者作成）
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る色彩を意図的にすることで、患者の心理的・生理
的異常を緩和することも可能であると考えられる。
具体的に、五行学説で暖色（warm color）とされる
赤、黄赤は鬱病・病的な眠気・脱力感・痴呆、寒色
（cold color）とされる青、紫は精神的不安・不眠症・
恐怖・癲癇、喜色（joyful color）とされる赤、ピン
クは憂鬱、悲色（sad color）や恐色（fearful color）
とされる黒、白は過剰な興奮、思色（anxious 
color）とされる黄、水色は恐怖・注意散漫などに
治療効果があり、実際に治療する時は病状に合せ
て、単独または組み合せて効果的に応用することが
できると提唱されている48。
これらのほかにも、哲学、歴史、文化などの視点
から、積極的に情報理論、システム理論、サイバネ
ティックスなど現代的な研究方法を導入し、陰陽五
行学説など伝統的な理論を解明し、その科学的価値
を証明することができると考える。例えば、中医学
の「陰陽互根」（陰陽は対立しているが、互いに依
存し、互いが存在することで己が成り立つ）という
考え方を情報理論の視点から解釈すると、中医学は
体の表と裏の関係を処理する時に、体内部の臓器や
体表の手足、五官などを分割して捉えるのではな
く、体表が内部の情報を反映すると考え、体表の特
徴から体深部の状況を推測する。また、中医学の「五
行互蔵」（五行は互いに制約しているが、互いに生
み出す）という考え方は、体内や体表の局所の情報
から、体全体の生理的・病理的状態を捉えることを
示している。例えば、舌は現代医学で、味を認識す
るための独立した器官として見られているが、中医
学では、舌は人間の筋肉組織の一部でありながら、
経絡（人体の中の代謝物質が流通する経路）と結び
つき、臓器とも関連するため、その形態や色は内臓
の生理的・病理的情報を反映していると主張してい
る。
以上のように、中医学は学際的に研究され、現代
技術によって、伝統的な理論と診断、治療の方法が
解明されつつある。特に色彩と関わる診断や治療の
方法の科学的根拠を探究する研究が多く行われてお
り、伝統的な診療方法を新たに解釈し、応用するこ
とが期待される。

3.2. 　今後における色彩の心理的・生理的効果に関
する研究の方向性の提案

近年、伝統的な治療方法を積極的に採用している

統合医療は、発展途上国だけではなくアメリカおよ
びその他の先進国でも注目されている4950。統合医
療は現代医学と代替医療が融合されたものと見なさ
れている。その中、中医学の伝統理論を導入し、独
自に体系化した漢方医学は、中医学と共に代替医療
の主流となって、日本で目覚ましい発展を遂げてい
る。科学技術庁研究開発局（1988）51からの報告書
によると、慢性疾患および加齢に伴って発生する神
経系の調節機構の乱れ、免疫系の障害などに対し、
現代医学は十分な治療法を提供しているとは言えな
いが、中医学、漢方医学および韓医学を含む東洋医
学の臨床治療法はそれらの疾患に対しても効果的で
あることが報告されている。また同書では、東洋医
学の原理を科学的に解明することが加齢に伴う疾病
の予防と治療に貢献できることも記されている51。
そして、文部科学省（2001）52による医学教育モデ
ル・コア・カリキュラムでは、医学生が和漢薬に関
して概説できるようになることを義務付けた。さら
に、薬学部においても同様に 2002年より和漢薬に
ついての教育を導入した53。現在の日本における医
療系教育では、漢方医学の教育の重要性を認め、一
部は漢方研究所の設立や大学付属病院にも漢方医学
科や漢方診療部門を設立するなど、医療現場への適
用を急いでいると言える。
これまでの経緯に加え最近の研究指向性の変化に
より、先端技術を用いた中医学の学際研究から多く
の成果が得られてきた。その流れを鑑みるように、
中医学が描く人間の健康の重要性は、世界で認めら
れているものとなった。
これまでの考察を鑑みることにより、中医学の考
え方や知識構造には、現代の人間科学との共通項が
存在していると考えられる。例えば、中医学と人間
科学は共に自然科学、社会科学および人文科学の研
究内容を含んでおり、人および人と環境との関係を
研究対象とした総合的な研究を行っていることが挙
げられる。このような背景を踏まえれば、中医学領
域で応用される研究方法を、人間科学の研究テーマ
に採り入れることは可能であろう。特に、色彩の心
理的・生理的効果に関する研究へ中医学の視点を採
り入れることが今後の当該研究分野の発展には大き
く寄与するものと考え、以下のような方向性を提案
することで本稿を締めくくりたい。
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①　伝統的な知識を鑑みた全体性に基づく色彩の心
理的・生理的効果の解明。
中医学は数千年の歴史を持ち、人間の生命、健康、
疾病の本質を探求する学問分野である。そして、中
医学は自然科学に属するのであるが、中国古代哲学
の影響を受け、濃厚な文化的特徴をも持ち併せてい
る。すなわち、中医学は自然科学を主体として、様々
な学問を結び付けている科学なのである。
このように考えると、中医学は独特の理論体系と
豊富な臨床経験に加えて、科学的な論証方法を総合
した学問体系であるという見方もできよう。その中
でも特に重要な特徴は、全体性を強調する「整体観
念」であろう。「整体観念」によって、人は有機的
な統一体であり、その中にあるそれぞれの臓器、組
織、器官は統合された統一体として機能的に互いに
協調して作用し、病理的にも互いに影響しあってい
ると解釈されている。さらに、人は、自然や社会な
どの外部環境とも有機的な統一体であることも主張
されていることから、中医学が人を中心とし、自然
環境と社会環境を背景として、生命、健康、疾病な
ど重大な医学的問題を取り上げながら、幅広く議論
を繰り返す根拠となりえてきた。
人体の構造と機能の統一、そして人の自然環境や
社会環境への適応は、健康の基礎であるため、体の
バランスの破綻や人と環境との協調の破壊が疾病の
原因だと考えられる。したがって、中医学における
疾病の予防と治療において医師は、「上知天文、下
知地理、中知人事」（自然、社会および人間の状態
や変化をすべて理解し、把握すること）を実践する
ことを要求されてきたのである。このことから、患
者が環境に影響されて生じた心理的・生理的な異常
に着目した薬物治療、鍼灸治療、心理カウンセリン
グおよび色彩の心理的・生理的効果に基づく色光治
療などの応用には科学性、合理性が必要だと考え
る。
中医学の整体観念は、古くから人間と環境の協調
が健康に与える重要性を考慮し、「天人合一」（自然
現象の根源としての天と人間世界の現象との間に、
相互の照応や因果関係があるという考え方）とまと
められている。このような全体性を重視する考え方
は、心理学の学派の 1つであるゲシュタルト心理学
が主張した全体性思想と共通している。ゲシュタル
ト心理学の核心は、全体はそれぞれの部分の単純な
合計よりも大きいことである。そのため、研究対象

は部分や要素の集合ではなく、全体性や構造こそ重
視すべきだということが強調されている。よって、
ゲシュタルト心理学の特徴としては、研究対象の全
体性を強調し、心理的活動のメカニズムを研究する
際、情報のインプット、処理、アウトプットのシミュ
レーションをホリスティックに行うことである。色
彩の心理的・生理的効果を検討する際にも、様々な
要素が存在しているが、それらを分離して解析する
のではなく、各要素の関連性を検討することが必要
である。そのため、人類の発展と共に生み出された
中医学および心理学のホリスティックな考え方を継
承して、全体性を重視することが色彩の心理的・生
理的効果のメカニズムを探求することに必要である
と考える。そして、このような全体性を重視した研
究の結果は現代の高度な技術社会と人間の協調、お
よび人間の環境に対する接触、適応、改良などに重
大な意義を持っていると考えられる。

②　分子生物学的アプローチによる色彩の心理的・
生理的効果に対する科学的根拠の探求。
現在、心理学の諸分野、および心理学と人工知能
科学、生物学などの学問分野との連携と融合による
様々な研究が行われている。これまでの研究によ
り、心理的な反応は神経科学的なプロセスを通じた
情報処理過程の統合的なアウトプットであることが
広く認められるようになってきた。このことから、
神経科学の手法を用いて心理的な反応を研究するこ
と、また、人工知能技術を用いてその反応を解析す
ることは一般的に受け入れられている。分子生物学
とコンピュータ科学における新しい技術の発展は、
特定の心理的な実験を行う環境における神経系の活
動を観察することを可能にした。このことは、心理
的活動の過程において、脳神経系の異なる部位の関
与および同一部位の異なる活動性を明らかにするこ
とが可能であることを示している。このような作用
を探求するシミュレーションは様々な手法によって
行われているが、特にニューラルネットワークを用
いたモデリングは構造からアルゴリズムまで多様化
かつ複雑になっていく傾向が見られ、研究の規模も
幾何級数的に増大している。また、情報処理の初期
段階でのシミュレーションから高次な段階でのシ
ミュレーションに進んでいく傾向も見られている。
同時に、物理学領域のフォトニクス（光工学）は、
エレクトロニクス（電子工学）、光エレクトロニク
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ス（光電子工学）に続き、現代の先端技術を反映す
る重要な分野となっている。フォトニクスは光子の
生成、伝送、制御、検出および光子と物質の相互作
用を研究することを課題にしている。フォトニクス
とそれを用いた技術は情報、エネルギー、材料、生
命科学、医学、環境科学領域で広く活用され、中医
学領域でも採り入れられ、光子中医学（photonic 
traditional Chinese medicine）という研究分野を設
立することが提案されている545556。光子はエネル
ギーと情報という異種研究分野の基盤であり、光子
の生成と受信は物質を構成する分子の状態変化と直
接に関係している。生命科学分野の研究では、光子
が身体の器官、組織、細胞、分子などの様々なレベ
ルの情報を提供し、それぞれのレベルにおける状態
を調節することで、最終的に望ましい結果を達成す
るように働いていることが明らかとなっている。
このような背景を踏まえて、色彩の心理的・生理
的効果の研究でも、フォトニクス技術を用いて、色
彩が人体に及ぼす影響を解析し、分子レベルで解明
することが可能だと考える。このことによって、色
彩が刺激となり、脳の中での化学的や物理学的反応
を引き起こすメカニズム、そして色彩が心理・生理
に与える影響のメカニズムを探求することが可能に
なる。
科学技術の進歩に、色彩の心理的・生理的効果に
関する研究を含めた人間科学はどう向き合うのか
は、重要な課題となっている。その中でも、色彩の
効果を分子レベルで解明し、その分子生物学的根拠
を探求することは重大な意義を持っていると考え
る。このような研究は心理や思想の物質的基礎を探
求するという心理学の核心的な課題にも繋がってい
るのではないだろうか。

③　色彩の心理的・生理的効果の探索に向けたコン
ピュータ技術体系の構築。
中医学研究は複雑なシステムを対象にしている。
その特徴として、研究対象の様々な指標の多くは常
に非線形の動きをするため、各指標の間にはほとん
ど非線形の変化が見られる。すなわち、このシステ
ムの全体をいくつかの小規模なシステムに分割し、
その動きの規則性を算出しても、それらの重ね合わ
せはシステム全体の規則性に等しいものにならな
い57。
色彩の心理的・生理的効果に関する研究を人間科

学研究の一環として据えても、自然と社会という背
景において、人々の生理的応答と心理的応答の間に
見られるのは線形関係ではなく、非線形表現される
複雑なシステムである。例えば、前述したように、
色光がもたらす心理的・生理的効果に関する研究が
あるが、このような研究を一例として考える場合
は、色光が刺激となって、認知過程に働きかけ、心
理的・生理的反応を引き起こしている。これらの反
応は色度、輝度などの物理量に関連しているが、単
純な比例関係を持つわけではない。例えば色光の種
類（単色光、レーザー、LED色光など）、構成（色
度、輝度など）、外部環境（季節、気温、湿度など）、
個人特性（性別、年齢、身長、体重、職業、出生地、
生活習慣、既往症など）、心理的指標（印象、気分、
温度感覚など）、生理的指標（体温、血流量、血圧、
脈拍、呼吸、脳波、そして分子生物学研究による諸
指標など）の主要なデータの間に、「非線形」、「高
ノイズ」、「多因子」をはじめとした様々な特徴を持
つ複雑な関係が存在すると言える。つまり、これら
の全体性を重視して、得られた複数種のデータを 1
つの統一体として分析することが必要なのである。
そのためには、色光と心理的・生理的指標との対応
関係を探り、その原理や規則性を解明するため、非
線形複雑システムの原理と方法5859を導入し、「色光
-心理 -生理」という非線形複雑システムのモデル
を構築することが必要だと考える。さらに、このよ
うなモデルの解明に迫るためには計算化学技術の導
入も必要であろう。計算化学とは、コンピュータ科
学と化学などの分野を融合させた境界領域の解析手
法であり、計算化学を確立させることは、科学研究
のみならず技術開発の方法論に対して革命的な変化
を与えてきた。例えばデータマイニングも計算化学
の中の重要な研究内容である。データマイニングで
は、研究目標に沿った大量のデータを探索的に解析
し、そこに含まれる法則を見出し、モデリングする
ことが可能である60。色光の心理的・生理的効果は
複雑であり、一種のブラック‐ボックスとも見なさ
れ、精密で正確に定量化することは非常に困難を伴
う。しかし、モデルを立ててシミュレートすること
で複雑なシステムを予測することができるため、
様々な規則性のあるパラメータを抽出し、人工知能
やデータマイニング技術を用いることで、大量の実
験データの中から「色光 -心理 -生理」の規則性を
探求することが可能になると考えている。そして、
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これらの研究を通じて、色彩の心理的・生理的効果
をはじめとする人間科学の研究における有効な方法
論を提案することが期待されるものである。

結　論

中医学は人間科学と同様に、人を対象とし、人と
環境の関係を重視する科学である。すなわち、人間
科学が目標としている“Well Being（より良く生き
ること）”は中医学の最終目標とも言えよう。また、
中医学には色彩と関わる理論や診断、治療方法は多
く含まれており、人間科学の研究テーマとして色彩
の心理的・生理的効果を明らかにすることは、中医
学の発展を促すことに繋がるであろう。
巨視的な視点から人と環境を有機的な統一体とし
て扱い、微視的な視点からは分子生物学領域の研究
成果および現代物理学領域のフォトニクス技術を用
いて色彩の本質とその効果の科学的根拠を探求し、
さらには、非線形複雑システムの原理と計算化学技
術を用いて色彩の情報処理モデルを解析することに
よって、色彩の心理的・生理的効果に関する神経構
造と情報処理過程を解明に迫ることが可能となるの
であろう。このことは、色彩の心理的・生理的効果
が積極的に活用され、疾病の治療や生活環境の向上
に寄与することを期待させるものである。

補足説明
四診： 中医学の診察法で、望診・聞診・問診・切診という 4

つの方法が含まれている。
望診：体の色、形態などを観察して診断する方法。
聞診： 声の調子や、呼吸音または体臭や口臭などの臭いを

嗅ぐことで診断する方法。
問診： 主訴、自覚症状、家族歴、現病歴、既病歴、生活状

態などを質問する診断方法。
切診：体の特定の部位に触れることで診断する方法。
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